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論 文

大学で何をどのように教えるべきか（1）
──批判的実在論における社会存在論の応用可能性──……………坂 本 雅 則（ １ ）

起業家エコシステム研究群を概観するための方法の探索的検討
──Web of Science データベースと Histcite による

計量書誌学的分析と引用構造分析──……………………………秋 庭 太（２１）

高信頼性組織論および事業継続マネジメントに対する批判的考察………太 田 侑 樹（４９）

研究ノート

ICT 多国籍企業の国際分業 ……………………………………………………林 尚 毅（６１）



経 営 学 会 会 則

第１条 本会は，龍谷大学経営学会と称し，事務所を龍谷大学内に置く。
第 2条 本会は，経営学を中心とする学術の研究促進とその普及を目的とする。
第 3条 本会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

⑴ 研究会の開催 ⑵ 機関誌その他の出版
⑶ 講演会の開催 ⑷ その他，本会が適当と認める事業

第 4条 本会は，次の会員をもって組織する。
⑴ 普通会員 ① 龍谷大学経営学部の専任教員で，本会の事業に関心を持つ者。ここで専

任教員には特別任用教員を含む。
② 龍谷大学経営学部卒業生ならびに龍谷大学大学院経営学研究科課程修了
者のうち会員資格の継続を希望する者。

③ 学会評議員会の承認を得た者。
⑵ 学生会員 龍谷大学経営学部学生ならびに大学院経営学研究科の学生。
⑶ 賛助会員 本会の主旨に賛成し，その事業を賛助する者。

2 会員は，本会の諸事業に参加し，本会の出版物の配布を受けることができる。
第 5条 本会に，龍谷大学経営学部の専任教員の会員をもって評議員とする評議員会を置く。

評議員会は，年間活動の策定，予決算の承認，役員の選出，会則の改正，その他，本会の運
営に関する基本事項について議決する。

第 6条 本会の運営にかかわる日常業務には，下記の役員によって構成される学会運営委員会がこれ
にあたる。
⑴ 会 長 1 名 ⑷ 庶 務 委 員 1 名
⑵ 副 会 長 1 名 ⑸ 会 計 委 員 1 名
⑶ 編 集 委 員 若干名 ⑹ 会計監査委員 1 名

第 7条 役員は，すべて評議員中より互選し，その任期は 1年とする。ただし，重任を妨げない。
第 8条 本会の経費は，入会金，会費，事業収入，寄付金および龍谷大学からの助成金をもってこれ

にあてる。
第 9条 入会金は，普通会員及び賛助会員は 2,000円とし，入会時に納入するものとする。
第10条 会費は，普通会員及び賛助会員は年額 5,000円，学生会員は年額 3,000円とする。
2 会費は，普通会員及び賛助会員は毎年度納入するものとし，学生会員は毎年度，半期ごとに 1,500
円を納入するものとする。

3 学生会員の入会金及び休学中の学生会員の会費は，免除する。ただし，休学による免除期間中は，
第 3条第 4号に定める事業による補助等の対象外とする。

付則 この会則は，平成 4年 4月 1日より施行する。
平成12年 5月24日 第 4条，第 5条，第 8条改正。
平成16年 5月26日 第 4条改正。
平成17年 3月23日 第 4条改正。
平成22年 6月 2日 第 4条改正。
令和 2年 6月17日 第 8条改正。
令和 3年12月 1日 第 4条，第 8条改正，第 9条，第 10条新設。



〈報告事項〉
1．2021年度事業報告について
⑴ 2021年度運営委員について
会 長 岩田 浩
副会長 梶脇裕二
編集委員 坂本雅則（委員長），濱田崇嘉，

梶脇裕二，西岡久充，妻木進吾，
梅澤 俊浩

会計委員 濱田崇嘉
会計監査委員 梅澤俊浩
⑵ 学術誌『龍谷大学経営学論集』

第 60巻第 1・2号（2021年 5月 31日発行）
2編

第 61巻第 1号（2022年 3月 31日発行）2編
⑶ 学生論集第 61号（2022年 3月 11日発行）5編
⑷ 学会通信第 55号（2022年 2月 28日発行）
⑸ 公開講演会

日 時 2021年 11月 24日（水）13 : 30～15 : 00
場 所 和顔館 202教室
講 師 神戸大学大学院経営学研究科教授

上林 憲雄氏
演 題 「自己プロデュースの経営学

－“なりたい自分”になろう！－」
⑹ 研究・教育懇談会

日 時 2021年 11月 3日（水）15 : 15～16 : 45
場 所 Teams 会議
報告者 林 尚毅
演 題 「ICT 多国籍企業の国際分業」

⑺ 研究部会活動助成
リーダーシップ・コーチング研究会

代表 坂本 雅則
経営情報教育研究会 代表 寺島 和夫

⑻ 学生研究活動助成
①日本学生経済ゼミナール全国大会
参加ゼミ：岩田ゼミ・梶脇ゼミ

②演習論文集作成
申請ゼミ：岩田ゼミ・坂本ゼミ

⑼ 学術学会助成支出 今年度なし

⑽ 学会誌交換 217件

2．その他

〈審議事項〉
1．2021年度決算報告（案）について【資料 1】

2．2021年度監査報告について【資料 2】

3．評議員・学生会員の異動について【資料 3】

4．2022年度会長選挙【資料 3, 4】

5．2022年度運営委員（案）について
会 長 岩田 浩
副会長 梶脇裕二
編集委員 坂本雅則（委員長），濱田崇嘉，

梶脇裕二，栢木紀哉，西岡久充，
梅澤俊浩

会計委員 濱田崇嘉
会計監査委員 梅澤俊浩

6．2022年度事業計画（案）について
⑴ 学術誌『龍谷大学経営学論集』

第 62巻第 1号（野間圭介教授退職記念号，7
月下旬発行予定）
第 62巻第 2号（寺島和夫教授退職記念号，9
月下旬発行予定，6月末日原稿締切）
第 62巻第 3号（発行予定）
第 62巻第 4号（発行予定）

⑵ 学生論集
第 62号（発行予定）

⑶ 学会通信
第 56号（発行予定）

⑷ 公開講演（開催予定）
⑸ 研究・教育懇談会（開催予定）
⑹ 研究部会助成【資料 5】

募集予定

2022年度 経営学会 評議員会
（2022年 6月 22日）

７１



⑺ 学生研究活動助成【資料 6】
［助成対象］
① ゼミ連の研究活動（交通費・参加費・宿泊費）
② 個別ゼミが参加する学外研究大会参加（交通

費・参加費・宿泊費）
〈申請および助成方式〉
・研究部会助成，学術学会助成と同様に，年度初
めに助成希望者が予算申請を行う（ゼミ連の研
究活動を含む）。

・予算の枠内で，あらかじめ補助額（予定）を決
定する。

・助成対象者の支出実績に基づいて支出する。
③ 演習論文集作成助成
経営学部演習（4年）1クラスに対し上限額
100,000円の助成
学部共通コースの学生については学部所属に限
る。

④ フレゼミ研究教育活動助成
フレゼミ生 1人当たり 1,000円×受講者数分を
上限額として助成

⑻ 学術学会助成【資料 7】
募集予定

⑼ その他
学会誌交換
参考）2017年度 286件

2018年度 279件
2019年度 269件
2020年度 231件
2021年度 217件

7．2022年度予算（案）について【資料 8】

8．その他
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2021年度龍谷大学経営学会決算報告（2021/4/1～2022/3/31）
〈収入の部〉 単位：円

項目 金額
会費収入

2021年度新入生会費
在学生（2年次以降）会費
教職員会費
賛助会員費
会費遅延入金分

1,572,000
3,885,000
110,000

0
603,000

会費収入額 6,170,000

寄付金収入 0

雑収入 0

当年度収入額 6,170,000

前年度繰越金※ 21,746,910

特別会計（定期預金）からの繰戻 30,000,467

新入生等（2022年度新入生等）前受金収入 768,000

合 計 58,685,377

単位：円

※（前年度繰越金）
普通預金期首残高 23,318,910
2021年度新入生会費 △1,572,000
前年度繰越金 21,746,910

単位：円

〈特別会計〉
前年度繰越金（定期預金期首残高） 30,000,000
一般会計（普通預金）からの繰戻 0
定期預金利息収入 467
一般会計（普通預金）への繰入 △30,000,467
次年度繰越金（定期預金期末残高） 0

〈支出の部〉 単位：円

項目 金額

事
業
費

学会誌発行費
印刷費
原稿料
原稿編集費
発送費

学会活動費
講演会費
学生論集費
学会通信費

253,000
232,000
50,000
28,650

36,993
814,056
82,500

563,650

933,549

計 1,497,199

研
究
活
動
費

研究部会活動費
学術学会助成費
研究・教育懇談会費
学生研究活動助成費
大学院生学会活動費

120,000
0
0

241,000
0

計 361,000

事
務
費

消耗品費
通信費（切手代）
雑費
会議費

0
0
0
0

計 0

当年度支出額 1,858,199

特別会計（定期預金）への繰入 0

次年度繰越金（普通預金期末残高）
新入生等会費前受分
その他

768,000
56,059,178

56,827,178

合 計 58,685,377

May 2023 ７３



経営学会 2021年度支出の部明細 単位：円

学会誌発行費
（印刷費）
No. 1 6.18『経営学論集』第60巻1・2号 並400部 141,900
16 3.11『経営学論集』第61巻1号 並400部 111,100

計 253,000

（原稿料）
No. 2 6.18『経営学論集』第60巻1・2号 執筆者2名 120,000
19 3.18『経営学論集』第61巻1号 執筆者2名 112,000

計 232,000

（原稿編集費）
No.15 3. 1『経営学論集』他 欧文タイトルチェック 7件 50,000

計 50,000

（発送費）
No.18 3.18『経営学論集』第61巻1号 他大学発送費 28,650

計 28,650

（教育研究資料発行費）
No.

計 0

学会誌発行費計 563,650

学会活動費
（講演会費）
No. 8 11.26 経営学会講演会（11/24）講師謝礼・交通費 36,993

計 36,993

（学生論集費）
No.12 2.24『学生論集』第61号 執筆謝礼 図書カード 150,000
17 3.11『学生論集』第61号 印刷代 1,100部 663,080
20 3.22『学生論集』第61号 図書カード発送費 976

計 814,056

（学会通信費）
No.14 3. 1『学会通信』第55号 印刷代 1,000部 82,500

計 82,500

学会活動費計 933,549

研究活動費
（研究部会活動費）
No. 3 8.27 資料費 坂本 雅則教授 22,550

4 9. 6 資料費 坂本 雅則教授 4,295
5 9.17 資料費 坂本 雅則教授 10,670
9 11.29 資料費 坂本 雅則教授 22,485
11 2.24 その他・雑費 寺島 和夫教授 60,000

計 120,000

（学術学会助成費）
No.

計 0

（研究・教育懇談会費）
No.

計 0

（学生研究活動助成費）
No. 6 10.29 日本学生経済ゼミナール全国大会 岩田ゼミ 52,500

7 11.22 日本学生経済ゼミナール全国大会 梶脇ゼミ 22,500
10 12.17 演習論文集作成助成 坂本ゼミ 100,000
13 2.28 演習論文集作成助成 岩田ゼミ 66,000

計 241,000

（大学院生学会活動費）
No.

計 0

研究活動費 361,000

事務費
（消耗品費）
No.

計 0

（通信費）
No.

計 0

（雑費）
No.

計 0

（会議費）
No.

計 0

事務費計 0

予備費 0

総 計 1,858,199
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2022年度龍谷大学経営学会予算（案）（2022/4/1～2023/3/31）
〈収入の部〉 単位：円

項目 金額
会費収入

2022年度新入生会費
在学生（学部 2年次以降）会費
教職員入会金
教職員会費
賛助会員費

1,551,000
4,569,000

8,000
120,000

0

会費収入額 6,248,000

寄付金収入 0

雑収入 0

当年度収入額 6,248,000

前年度繰越金※ 56,059,178

新入生（2023年度新入生）前受金収入 778,500

合 計 63,085,678

単位：円

※（前年度繰越金）
普通預金期首残高 56,827,178
2022年度新入生会費（半期分） △768,000
前年度繰越金 56,059,178

〈支出の部〉

項目 金額 2021年度決算額（参考）

事
業
費

学会誌発行費
印刷費
原稿料
査読料（原稿編集費）
発送費

学会活動費
講演会費
学生論集費
学会通信費

1,000,000
800,000
50,000
100,000

70,000
900,000
100,000

1,950,000

1,070,000

253,000
232,000
50,000
28,650

36,993
814,056
82,500

563,650

933,549

計 3,020,000 1,497,199

研
究
活
動
費

研究部会活動費
学術学会助成費
研究・教育懇談会費
学生研究活動助成費
大学院生学会活動費

500,000
100,000
50,000

2,100,000
100,000

120,000
0
0

241,000
0

計 2,850,000 361,000

事
務
費

消耗品費
通信費（切手代）
雑費
会議費

10,000
10,000
20,000

0

0
0
0
0

計 40,000 0

当年度支出額 5,910,000 1,858,199

予備費 338,000

次年度繰越金（普通預金期末残高）
新入生等会費前受分
その他

778,500
56,059,178

56,837,678

合 計 63,085,678

May 2023 ７５
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